
程
を
薦
観
し
得
叉
一
種
の
欝
輿
ε
し
て
見
る
こ
ぐ
〕
も
出
褻
る
。
懸

末
二
十
頁
ω
索
引
も
許
隔
の
購
善
三
歎
果
を
助
く
る
事
バ
少
く
な

い
。
（
菊
刺
三
三
三
良
東
京
中
文
鎗
書
店
霞
行
定
儂
三
、
○
○
）

燕
紳
舞
雪
囲
耐
熱
麟
徽

　
先
に
阻
絶
せ
ら
れ
た
上
中
下
三
総
の
い
は
ジ
正
篇
に
引
濯
い
て

こ
・
に
喉
，
篇
の
七
巻
が
世
上
に
途
ら
れ
た
。
編
纂
の
重
扇
は
正
篇

に
絢
じ
く
地
方
別
に
襲
料
を
配
列
し
所
々
に
陶
版
を
揮
入
し
て
み

る
。
内
容
の
主
な
る
も
の
に
は
東
京
淺
草
寺
常
陸
筑
波
稗
赴
、
讃

岐
帯
磁
帥
赴
、
豊
門
宇
佐
八
幡
宮
等
の
紳
佛
分
離
庚
料
、
信
濃
松

本
藩
慶
寺
の
件
石
見
濱
田
心
内
諒
職
神
葬
祭
願
一
件
、
臼
峰
寺
慶

寺
並
復
興
始
末
、
香
椎
宮
に
於
け
る
憩
冨
、
こ
就
縛
の
軋
蝶
、
コ
荒

由
紳
聯
並
東
照
宮
満
満
願
寺
．
庭
分
の
樽
、
鹿
鬼
島
倍
量
寺
号
彿
並

に
復
興
史
料
等
が
あ
る
。

　
本
書
も
亦
維
新
改
革
に
從
っ
て
起
つ
た
種
々
な
る
尊
霊
相
を
そ

こ
に
歴
々
指
嫡
し
得
る
も
の
が
あ
り
興
味
哺
方
な
ら
ざ
る
を
壁
え

る
。
績
篇
は
上
下
二
巻
を
獄
て
完
成
す
る
筈
で
あ
る
。
（
菊
鋼
皿
、

一
四
二
頁
、
苔
寺
十
葉
、
東
京
葉
方
書
院
嚢
行
、
定
燈
下
巻
共

二
四
、
○
○
）
〔
以
上
慨
後
〕

　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

　
　
醗
麻
購
紳
鮭
交
書
　
　
　
　
春
臼
紳
就
々
務
所

　
春
口
三
三
は
古
來
藤
原
氏
ミ
の
引
回
深
く
、
從
っ
て
旧
史
、
こ
少

か
ら
ざ
る
驕
係
を
有
し
、
菰
も
傳
藏
す
る
貴
重
な
る
古
交
書
の
豊

富
な
る
黙
は
本
邦
騨
就
串
の
一
二
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
度

京
都
四
更
大
墨
助
教
擾
ゆ
三
二
勝
氏
編
纂
の
下
に
こ
れ
等
が
公
刊

さ
れ
る
こ
ぐ
こ
な
っ
た
の
は
學
界
の
爲
め
驚
喜
に
堪
え
ぬ
事
で
あ

る
G

　
本
書
は
資
料
ミ
し
て
、
本
駄
が
名
に
し
費
ふ
大
就
で
あ
り
且
つ

紳
領
が
諸
國
に
存
在
し
て
房
つ
た
か
ら
、
政
治
、
経
濟
、
祉
會
、

其
他
諸
方
面
に
多
大
の
關
係
を
有
し
、
特
に
本
然
蘭
語
の
驕
所
料

海
陸
交
通
の
獲
蓬
、
耐
寺
領
酸
度
、
藤
木
動
誤
殺
の
輿
料
は
沸
し

く
含
ま
れ
て
居
っ
て
、
蕾
に
論
蔵
史
、
古
文
書
墨
上
に
於
て
の
み

な
ら
す
贋
く
國
史
の
研
究
上
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
。
そ
の

編
纂
方
法
に
は
最
も
意
を
用
ひ
て
、
各
文
書
に
料
紙
名
及
び
形
歌

を
注
し
，
別
に
人
名
地
名
件
名
等
の
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
あ

る
等
從
來
の
此
種
の
も
の
よ
り
も
翌
翌
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
古
文
書
の
第
一
巻
で
、
之
よ
り
順
次
古
文
書
古
記
録
が
公

刊
さ
れ
る
ε
の
こ
ざ
で
あ
る
が
、
蕎
人
は
其
の
完
成
の
遽
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
餓
が
圏
號
　
　
　
輔
三
七
　
（
六
四
五
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
織
　
　
　
介

ん
こ
「
こ
を
切
望
す
る
Q
　
（
菊
判
本
文
七
七
七
頁
、
附
録
閥
九
頁
、

圖
版
三
〇
徐
放
、
奈
良
春
目
騨
駄
々
務
衡
摂
行
、
償
九
、
○
◎
闘
）

　
　
鱒
瀧
如
上
入
行
實
　
　
　
　
稀
葉
　
昌
丸
編

　
蓮
如
上
入
の
言
行
を
渠
録
し
た
も
の
は
種
々
の
三
三
を
附
せ
ら

れ
て
世
に
多
く
存
し
、
中
に
は
其
の
性
質
の
判
明
せ
ぬ
も
の
も
あ

っ
て
、
世
入
を
し
て
取
捨
に
迷
は
し
め
る
事
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

編
者
は
そ
れ
ら
ω
諸
富
を
一
々
封
比
し
て
其
の
性
質
系
統
を
考
究

し
其
の
結
果
を
大
正
八
年
申
に
維
誌
『
無
誌
燈
』
に
獲
表
さ
れ
た

が
、
此
度
そ
の
結
論
に
基
き
て
最
も
信
溢
す
る
に
足
る
隅
こ
怨
は
れ

る
記
録
を
撰
難
し
て
本
書
を
刊
行
し
、
そ
れ
に
蜜
摺
所
載
の
日
野

山
流
難
論
及
び
下
間
家
系
翻
の
主
要
部
を
多
少
愛
嬉
し
て
加
へ
、

爾
ほ
参
考
－
こ
し
工
、
無
誰
燈
』
に
掲
載
さ
れ
た
編
者
の
諸
論
文
及
び

詳
細
な
る
索
引
が
附
し
て
あ
る
。
所
牧
の
記
無
難
記
醗
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
じ
　
び
ノ

磯、

ｳ
都
濃
餐
記
、
穰
瀬
御
重
作
法
羨
第
粥

懸
章
蕩
瀬
瀬
榮
畜
、
の
八
部
で
、
藁
薦
沓
よ

つ
て
校
合
し
、
異
岡
を
注
記
し
て
あ
る
。
藩
論
此
種
の
も
の
に
は

詩
作
し
た
り
故
意
に
字
句
を
改
縛
す
る
者
が
少
か
ら
ず
あ
，
て
、

後
代
入
の
研
究
を
大
に
妨
げ
る
も
の
て
あ
る
が
、
本
書
の
驚
き
眞

　
　
　
　
　
　
驚
『
鰻
號
　
　
　
一
三
入
　
　
（
六
四
六
）

密
な
る
研
究
に
よ
っ
て
夫
等
諸
本
の
善
悪
を
簡
無
し
て
世
に
示
さ

れ
る
こ
ε
は
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
、
本
書
ば
蓬
如
上
人
に
就
て
研

究
を
甥
さ
ん
一
こ
す
る
入
々
の
座
右
に
、
闘
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
、
（
菊
醐
閥
…
一
三
翼
、
京
都
大
谷
大
墨
畠
版
部
獲
艀
、
贋
四
騰
）

　
　
醗
誕
世
礒
本
演
劇
の
源
流
　
　
原
田
　
亨
｝
著

　
本
書
は
近
津
鐸
本
演
劇
の
源
流
ε
し
て
の
陣
國
歌
舞
伎
に
干
て

研
究
し
た
4
．
b
の
で
、
先
づ
日
本
演
劇
の
大
観
，
阿
國
歌
舞
伎
に
至

る
謡
本
演
劇
の
叢
論
を
蓮
べ
、
次
に
中
世
末
期
よ
り
近
世
初
頭
に

か
け
て
の
音
樂
舞
踊
の
民
衆
化
ぐ
」
い
ふ
新
し
し
券
園
旅
中
に
阿
幽

歌
舞
伎
が
謹
っ
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
從
來
阿
國
に
就
て
二
代

説
三
代
論
を
圭
張
す
る
人
が
あ
る
が
、
之
は
阿
圃
歌
舞
伎
を
以

て
女
弾
帯
一
壷
を
指
す
煎
物
涌
仙
名
一
一
祠
ε
考
へ
す
M
園
有
名
”
詞
ε
考
へ
た
結

果
で
、
阿
國
歌
舞
伎
の
起
源
は
文
筆
下
聞
或
は
慶
長
の
初
期
に
雄

く
を
至
當
ミ
す
る
・
こ
蓮
べ
、
次
に
阿
國
歌
舞
伎
の
内
容
ミ
獲
展
、

阿
國
歌
舞
伎
塙
こ
遊
女
歌
舞
伎
等
に
就
て
糊
察
し
て
あ
る
。
礎
來
歌

舞
伎
劇
を
史
的
に
研
究
し
た
論
著
は
殆
ん
㍗
ご
無
か
っ
た
一
こ
云
っ
て

よ
い
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
著
者
が
深
き
興
味
を
以
て
こ
の
方
麟

の
開
妬
を
試
み
ら
れ
た
算
一
歩
、
こ
し
て
世
に
鵠
さ
れ
た
も
の
で
，



吾
等
は
藩
者
が
更
に
．
研
究
の
歩
を
進
め
ら
れ
、
早
く
大
成
さ
れ
ん

事
を
切
讐
す
一
ゐ
。
（
骨
墨
隈
m
闘
＝
罵
ハ
頁
、
　
巾
果
古
小
至
文
堂
獲
行
、
　
価
旗
一
二
、

二
〇
）

　
　
三
巴
　
賀
　
縣
　
史
　
　
　
　
　
　
滋
賀
縣
編

　
滋
賀
縣
即
ち
近
江
國
は
其
の
慕
域
畿
内
に
接
し
修
行
天
智
爾
天

皇
の
御
遷
都
を
始
め
、
古
來
皇
室
言
の
驕
係
特
に
深
き
は
勿
論
」
改

治
、
経
濟
、
宗
教
、
塑
衛
方
面
に
於
て
も
國
史
上
極
め
て
重
要
な

地
位
を
占
め
て
み
る
。
さ
れ
ば
旧
恩
は
早
く
大
正
七
年
よ
り
縣
史

編
纂
の
議
を
超
し
、
三
浦
文
墨
博
士
を
顧
問
ミ
し
、
さ
き
に
縮
井

縣
史
を
編
纂
し
た
牧
野
信
之
助
氏
を
編
纂
主
任
ε
し
て
大
正
九
年

よ
り
編
纂
に
着
手
し
、
満
八
年
を
経
て
こ
峯
に
其
の
完
成
を
見
る

に
棄
つ
た
。
登
部
は
六
巻
よ
り
成
り
、
第
一
巻
概
説
、
第
ご
巻
本

編
㎝
（
上
代
一
中
世
）
、
第
三
巻
伺
二
（
中
世
一
近
世
）
、
第
四
巻
同

三
（
最
近
世
）
索
引
、
第
五
巻
参
照
史
料
、
第
六
巻
附
圖
ε
し
、
歪

せ
て
三
千
頁
に
垂
ん
ε
す
る
浩
潮
な
も
の
で
あ
る
。
本
編
三
巻
は

本
縣
史
の
鼠
輩
を
な
す
も
の
で
、
廣
汎
の
範
園
に
蒐
集
し
た
史
料

に
よ
っ
て
極
め
て
詳
細
に
本
夕
に
於
け
る
古
來
の
史
實
、
文
化
の

推
移
を
叙
述
し
て
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
は
全
巻
の
概
論
に
當
る
も

　
　
　
第
十
三
狸
　
　
紹
　
　
　
介

の
で
、
本
編
を
精
讃
す
る
時
間
を
熱
せ
ぬ
人
々
に
能
く
縣
史
の
大

綱
を
丁
解
せ
し
め
る
や
う
に
し
て
あ
る
の
は
從
來
の
諸
縣
輿
に
見

な
い
ミ
こ
ろ
で
、
編
者
の
周
到
な
る
用
意
の
灘
が
喜
ば
し
い
。
本

書
を
縮
く
こ
ミ
に
よ
っ
て
懸
に
縣
民
が
郷
土
開
嚢
の
源
委
を
極

め
特
色
あ
る
文
化
の
推
移
を
明
か
に
し
得
る
に
止
ま
ら
す
…
般
國

史
の
學
徒
も
稗
釜
を
蒙
る
こ
ミ
鮮
少
で
あ
る
ま
い
。
　
（
菊
鯛
二
千

九
蒼
鯨
頁
、
滋
賀
縣
獲
行
）

　
　
醗
島
根
縣
吏
七
　
駄
鞭
納
盤
上

　
本
書
は
島
根
縣
に
關
係
深
き
京
極
大
内
尼
子
毛
利
里
家
の
興
亡

を
叙
し
た
も
の
で
室
町
時
代
の
初
期
よ
り
職
國
飯
代
に
及
ぶ
國
家

的
に
も
鞍
置
的
に
も
極
め
て
複
難
な
る
時
代
の
事
に
係
る
。
其
の

編
纂
に
は
野
津
左
馬
之
助
氏
專
ら
當
た
り
、
尼
子
宗
家
佐
々
木
寅

介
玩
断
藏
の
京
極
文
書
二
百
飴
通
及
び
其
他
の
資
料
を
基
ミ
し
て

早
急
の
史
實
を
根
本
的
に
調
査
し
て
之
を
詳
細
に
叙
議
し
て
あ
っ

て
、
平
中
に
は
そ
れ
ら
の
古
文
書
を
多
数
に
引
用
し
、
同
事
件
に

關
す
る
同
性
質
の
文
書
を
も
悉
く
併
載
し
て
事
事
を
明
確
な
ら
し

め
を
こ
努
め
て
あ
る
の
は
多
ε
す
べ
き
で
あ
る
。
其
の
｝
々
の
篇

欝
は
こ
、
に
は
省
略
す
る
が
、
紛
糾
を
極
め
た
當
時
に
於
て
四
家

　
　
　
　
　
　
餓
諜
闘
號
　
　
　
一
嚇
ご
九
　
（
山
ハ
M
閏
七
）



　
　
　
第
十
三
雀
　
　
識
　
　
　
介

が
交
々
郷
何
に
鐙
諾
し
如
輔
に
潅
退
し
弛
か
を
聡
か
に
し
て
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
諸
家
の
盛
嚢
興
亡
の
跡
を
知
ら
ん
ミ
す
る
人
々
に
、
こ

っ
て
は
絶
好
の
参
考
書
ミ
成
る
も
の
で
あ
る
。
（
菊
園
八
三
一
頁
、

綴
版
二
十
霊
智
、
農
根
縣
嚢
行
）

　
　
麟
東
北
文
化
研
究
鱗
｝
雛

　
本
誌
の
創
刊
號
が
九
月
一
臼
を
以
て
愈
々
嚢
行
さ
れ
た
。
巻
頭

に
は
嘉
田
簿
士
の
饗
行
の
趣
旨
、
次
に
飼
博
士
の
　
，
東
北
交
化
研

究
の
必
要
ミ
其
の
興
味
」
「
東
北
民
族
研
究
序
論
；
歴
史
家
の
魏
乗

ろ
我
が
民
族
齪
一
」
、
が
あ
っ
て
、
東
北
民
族
の
．
研
究
は
我
が
圓
塑

の
根
幹
を
な
す
日
本
民
族
の
成
立
、
丸
本
國
家
嚢
展
の
事
々
を
明

か
に
す
る
上
に
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
事
を
蓮
べ
て
あ
る
ソ

其
他
隔
博
士
の
「
旦
驚
見
國
の
研
究
」
を
始
め
、
岩
手
縣
最
初
の
古

墳
嚢
掘
記
銀
（
小
笠
原
謙
吉
）
、
末
の
松
山
像
設
（
齋
藤
忠
）
、
菅
江

長
澄
翁
（
深
青
多
布
）
、
オ
シ
ラ
紳
に
就
て
の
小
報
告
（
控
々
木
喜

善
）
、
秀
吉
奥
州
雀
伐
に
関
す
る
舌
感
政
宗
の
書
簡
に
就
て
（
中
瀬

武
）
、
　
蹴
美
嚢
鹸
稀
上
北
郡
先
体
一
席
蜘
内
分
・
再
臨
荻
能
心
（
成
醗
【
雰
治
）
、
　
｝
塾
泉

毛
越
寺
境
内
摩
多
羅
紳
の
行
事
（
室
谷
精
四
郎
）
、
秋
田
地
方
嚢
見

木
製
展
に
就
い
て
（
武
藤
一
郎
）
、
朝
口
需
の
話
（
伊
東
信
雄
）
の
諸

　
　
　
　
　
　
第
M
鰻
縫
｝
　
　
　
一
観
○
　
（
山
ハ
四
八
）

編
、
及
び
喜
田
陣
触
の
墨
窓
無
誌
が
あ
り
、
其
他
彙
報
、
無
…
白
録

等
記
事
葉
書
に
し
て
挿
閾
も
多
く
、
束
北
文
化
を
研
究
せ
ん
、
こ
す

る
人
々
に
ε
つ
て
は
、
情
好
の
筆
意
難
誌
ε
な
る
で
あ
ら
う
、
。
蕩

入
は
本
誌
の
餐
摺
を
喜
ぶ
噛
こ
共
に
衷
心
か
ら
其
の
前
幅
を
親
輻
す

る
。
（
　
二
〇
頁
、
來
臨
写
誌
出
坂
瀧
登
行
、
便
五
〇
銭
）
〔
以
上

松
野
〕

，
　
　
醗
ギ
ソ
シ
ヤ
・
史
研
究
　
　
　
　
原
　
附
脚
　
酬
國
藩
…

　
…
、
事
實
を
事
変
ざ
し
て
眞
細
を
探
求
す
る
事
㍗
こ
、
事
触
を
礎
展
の

翔
に
於
て
観
察
す
る
事
ミ
は
、
入
間
の
本
性
に
根
ざ
す
強
い
要
求

で
あ
っ
て
，
こ
の
二
つ
の
要
求
に
刺
戟
さ
れ
て
歴
史
は
饗
生
す
る

の
で
あ
る
。
」
本
書
の
前
史
を
な
す
五
章
は
著
者
の
か
・
る
考
の
下

に
行
は
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
史
學
史
に
關
す
る
研
究
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
議
し
て
著
者
は
水
準
ロ
ス
及
び
ヘ
シ
オ
ド
ス
に
素
朴
な
る

上
記
の
歴
史
駒
精
紳
を
み
ε
め
是
を
以
て
ギ
リ
シ
ャ
史
學
の
曙
光

¶
こ
見
て
居
る
。
こ
れ
は
ホ
メ
ロ
ス
ヅ
ク
ユ
ヂ
デ
ス
よ
り
ヘ
ロ
ド
ト

ス
に
至
り
、
更
に
ボ
リ
ユ
ビ
オ
ス
の
史
風
に
も
筆
を
及
ぼ
し
礎
學

思
想
を
た
つ
ね
以
て
一
貫
し
た
ギ
リ
シ
ャ
史
學
史
を
形
づ
く
っ
て

居
る
の
で
あ
る
、
倫
是
等
の
歴
史
家
が
｝
箇
の
縄
質
的
威
力
允
る


